
お詫びと訂正 

 
弊社刊行の『最新 社会福祉士養成講座 精神保健福祉士養成講座 11 ソーシャルワークの基盤と専門職［共通・社会専門］』の本文中、以下

の箇所に誤りがございました。お詫びして、訂正させていただきます。（2024年 4月 5日更新） 
 

該当頁 該当箇所 誤 正 備考 

3 頁 図 1-1 

「第 9 号」の下 

社会福祉主事養成期間 社会福祉主事養成機関 2024/4/5 更

新 

89 頁 下から 15 行目 ジェーン・アダムス（Adams, J.） ジェーン・アダムス（Addams, J.） 2022/8/1 更

新 

89 頁 下から 14 行目 アメリカ副大統領の娘であるジェーン・アダムスが 上院議員の父をもち裕福な家庭で育ったジェーン・アダ

ムスが 

第 2刷で修正 

（2022/1/10 

発行） 92 頁 下から 7～6 行

目  

重度障害者 26 人を殺害した元職員は 重度障害者 19 人を刺殺し、職員を含む計 26 人に重軽傷を

負わせた元職員は 

95 頁 側注 

★孤立死 

下から 3～2 行

目 

堀り起こしや 掘り起こしや 2024/4/5 更

新 

115 頁 上から 16 行目  ま た 、 ド イ ツ の ヴ ォ ル フ ェ ン ス ベ ル ガ ー

（Wolfensberger,W.）は、「ノーマル」とは統計上の概念で

あるとして、ある社会において逸脱した状態にある人――

たとえば、目立って背が高い、低い、色が白い、黒い、太

っている、やせているなど、集団におけるマイノリティ―

―が、差別的にラベリングされるとしたら、それは見る側

が作り出す状態であると考えた。この考えに照らせば、ソ

ーシャルワーカーは、少数者の特徴となる「違い」にマイ

ナスの価値づけを行う他者によって、アブノーマル（異常）

が生み出されることを認識し、個人と社会との関係性のな

かで問題を把握し、何を正常化すべきか考えなければなら

ない。 

 また、北米で活躍したドイツ人のヴォルフェンスベルガ

ー（Wolfensberger,W.）は、「ノーマル」とは統計上の概念

であり、ある社会において逸脱した状態にある人――たと

えば、目立って背が高い、低い、色が白い、黒い、太って

いる、やせているなど、集団におけるマイノリティ――が

差別的にラベリングされるとしたら、それは見る側が作り

出す状態であると考えた。この考えに照らせば、少数者の

特徴となる「違い」にマイナスの価値づけを行う他者によ

ってアブノーマル（異常）が生み出されることをソーシャ

ルワーカーは認識し、個人と社会との関係性のなかで問題

を把握し、何を正常化すべきか考えなければならない。 

第 2刷で修正 

（2022/1/10 

発行） 

122 頁 下から 3～2 行

目 

ボーザンキット（Bosanquet,H.）が ボーザンキット（Bosanquet,C.）が 

151 頁 下から 15 行目 『ソーシャルワーク実践のライフモデル』 

 

『ソーシャルワーク実践の生活モデル』 

167 頁 上から 6 行目 1949（昭和 24）年には谷川貞夫が 1938（昭和 13）年には谷川貞夫が 



 

305 頁 索引 

中段・下から 19

～18 行目 

『ソーシャルワーク実践のライフモデル』･････151 『ソーシャルワーク実践の生活モデル』･････151 

306 頁 索引 

中段・下から 6

行目 

ボーザンキット,H.･････････････122 ボーザンキット,C.･････････････122 

 


